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組立説明書
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※本キットを組み立てる際には次の工具が必要です。
　・ハンダゴテ、ヤニ入りハンダ
　・ニッパー、ラジオペンチ、
※次の工具があると便利です。
　・ハンダ吸取線、ハンダ吸取器、テスター
※本キットには電池（単三乾電池　２本）、ケース、
　ハンダなどは含まれていません。



図１　回路図

図２　部品配置図
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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに
　この度はＬＥＤ調光／点滅回路キットをお買い求め
いただきまして、誠にありがとうございます。
　本キットを組み立てる際には本書をよくお読みにな
るようお願い申しあげます。

　　注意注意注意注意
●ハンダゴテは高温になります。切り忘れなどの不注
意は火事などの重大な事故の原因となります。取扱に
は十分注意してください。
●ハンダゴテ、刃物などの工具は十分注意して扱って
ください。火傷、ケガの原因となります。
●点灯状態のＬＥＤを直視しないこと。長時間直視し
つづけると、目に障害を負う可能性があります。

２．２．２．２．梱梱梱梱包内容包内容包内容包内容
　本キットには以下のものが梱包されています。
　組立の前に必ず確認してください。万一不足品や
破損品がありましたら、誠にお手数ですが　エレ工
房　さくらい　まで御連絡ください。
・組立説明書（本書） 　　　・・・１部
　・専用基板 　　　・・・１枚
　・基板上部品
　　・ＩＣ　ＨＴ７７５０Ａ 　　　・・・１個
　　・　　　ＬＭＣ５５５ 　　　・・・１個
　　・ＩＣソケット(８Ｐｉｎ用) 　　　・・・１個
　　・トランジスタ　２ＳＤ５７１　　　・・・１個
　　・ダイオード　Ｄ１ＮＳ４　　　　　・・・１個
　　　　　　　　　１Ｓ２０７６Ａ　　　・・・２個
　（・白色ＬＥＤ　　　　　　　　　　・・・５個）
　　・インダンタ４７μH(４７０) 　　　・・・１個
　　・1/4W抵抗　８２Ω(灰赤黒金)　　　・・・５個

２.２ｋΩ(赤赤赤金)　 ・・・１個
４.７ｋΩ(黄紫赤金)　 ・・・１個

　　・可変抵抗　１００ｋΩ　　　　　　・・・１個
　　・可変抵抗用つまみ　　　　　　　　・・・１個
　　・積層ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ ０.１μF(１０４)・・・１個
　　　　　　　　　　１００μF(１０７) ・・・２個
　　・ﾏｲﾗｺﾝﾃﾞﾝｻ ０.０１μF(１０３)　　・・・１個
　  ・電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ　１０μF 　　　・・・１個
　　・スライドスイッチ ６ＰｾﾝﾀｰOFF 　・・・１個
　　・ビニル被覆線　赤、青、　　　　　約５０ｃｍ
　　　　　　　　　　黒、白、緑、黄　　約２０ｃｍ
　　・単三×２本用電池ＢＯＸ・スナップ　・・１個
　・お直し券 　　　・・・１枚
　　　　　　　　（）内はＬ－００１７Ｂの場合

３．回路の概略説明３．回路の概略説明３．回路の概略説明３．回路の概略説明
　本キットの回路図を図１に示します。
　本キットは専用ＩＣを使った昇圧型ＤＣ－ＤＣコ
ンバータと、タイマーＩＣ”５５５”による発振回
路を応用した調光回路により構成されます。
　ＶＦ（順方向電圧降下）が３．４Ｖ程度ある白色
ＬＥＤは、乾電池２本では電圧が足りないため明る
く点灯する事が出来ません（うっすらとは光りま
す）。本キットでは、ＨＴ７７５０ＡによるＤＣ－
ＤＣコンバータによって、電池２本の２～３Ｖの電
圧を、まず５Ｖに昇圧します。
　５５５はＬＥＤを点滅したり明るさを調節するた
めの発振回路として使用します。５５５は２、６ピ
ンのコンデンサの充放電時間により、発振周波数が
決まります。本キットでは、充放電のための抵抗
を、通常の７Ｐｉｎと電源＋側ではなくて、出力端
子（３Ｐｉｎ）に接続し、さらにダイオードを２つ
使用する事で、周期は一定で、一周期の間の点灯し

ている時間と、消灯している時間とを広い範囲で自
由に可変出来るようにしています。
　５５５の出力はトランジスタによるスイッチを介
してＬＥＤを駆動します。
　

４．４．４．４．製作製作製作製作
　部品配置図を図２に示します。
　まず、２つの１Ｓ２０７６Ａと２．２ｋΩをハン
ダ付けし、その後０．１μＦ→ＩＣソケット→１０
０μＦ→８２Ωと４．７ｋΩ→ＨＴ７５５０Ａ→４
７μＨ→０．０１μＦ→２ＳＤ５７１と１０μＦ→
スイッチや可変抵抗、ＬＥＤへの配線の順番でハン
ダ付けすると工作しやすいと思います。この段階で
は、まだＬＭＣ５５５はＩＣソケットに挿さないで
ください。
　ＩＣ、ＬＥＤ、トランジスタ、ダイオード、電解
コンデンサには極性がありますので、向きに注意し
てください。
　イモハンダはもちろん、小さな基板ですのでハン
ダの盛り過ぎによるブリッジにも注意してくださ
い。
　完成を急がす、ゆっくりと、一箇所ずつ確認しな
がら工作するのが、無事に完成するための「コツ」
です。

５．完成したら・・・５．完成したら・・・５．完成したら・・・５．完成したら・・・
　無事完成したなら、
　・部品の付け違いはないか
　・ブリッジﾞやイモハンダﾞはないか
　をよく確認してください。
　ＯＫならばＬＭＣ５５５をＩＣソケットに挿し込
んで（向きに注意！）、新しい電池を電池ＢＯＸに
入れて、スイッチを点灯側にしてください。古い電
池のでは動作しない場合がありますので、必ず新し
い電池を使ってください。
　ＬＥＤが点灯したら、可変抵抗を回してＬＥＤの
明るさが変化する事を確認してください。
　もしＬＥＤが点灯しない場合には、すぐにスイッ
チを切り、電池を電池ＢＯＸから取り出して、ハン
ダ付け不良が無いか？部品の付け間違いは無いか？
逆向きに取り付けてしまった部品は無いか？もう一
度確認してください。
　次にスイッチを点滅側にしてください。おおよそ
１秒間隔でＬＥＤが点滅し、可変抵抗を回すと点
灯：消灯の割合が変化すれば、無事完成です。

６．動作しないとき６．動作しないとき６．動作しないとき６．動作しないとき
　正常に動作しない場合、もう一度部品の付け違い
やハンダ付け、電源電圧や極性をチェックしてくだ
さい。
　それでも解決しない場合、下記までご連絡くださ
い。
　どうしても動作しない場合、同封の「お直し券」
に必要事項と返信用切手を同封の上、ご返送くださ
い。

エレ工房　さくらい

〒３３８（３３８－０００６）
埼玉県さいたま市中央区八王子５－４－１２
　　　　　　　　　　渋谷コーポ２－２０２号

E-mail ecw@mail.interq.or.jp
hp  http://www.interq.or.jp/www-user/ecw/
TEL/FAX　048(857)5633
　TEL:土～火曜日、祭日　１２：００～２２：００



補足補足補足補足説明説明説明説明

●ＬＥＤの取付について
　キットの基板には、ＬＥＤを１列に並べて取りつけ
られるだけのスペースがありませんので、ビニル被覆
線を適宜ご利用の上、接続してください。
　あるいは、ＬＥＤのリード線をＬ字形に曲げて、下
図の様に２段にして取り付けても良いでしょう。

●ＬＥＤの数について
　このキットでは、ＬＥＤ１～４個だけでも、５個の
時と同様に、問題なく調光・点滅動作します。
　５個以上の場合、電源電圧が３Ｖの場合、最大１０
個（ＬＥＤへの総電流約２００ｍＡ）まで接続可能で
すが、電池の動作では直ぐに電源電圧は３Ｖから下
がってしまいますので、７～８個に留めておく事をお
勧めします。また、５個以上のＬＥＤを接続する場
合、電池ＢＯＸやスイッチの容量が不足して、この部
分でのロスが大きくなってしまいます。電池ＢＯＸは
模型用など大電流に耐え得る物に、スイッチも１Ａ以
上の定格電流の物に、それぞれ変更してください。

●白色以外のＬＥＤについて
　青ＬＥＤなど、定格電圧・電流が３．４Ｖ前後で２
０ｍＡの物でしたら、そのまま使用できます。
　定格電圧が大きく異なるＬＥＤの場合、８２Ωを変
更する必要が生じます。抵抗値Ｒは
Ｒ＝Ｒ＝Ｒ＝Ｒ＝（（（（５５５５ＶＶＶＶ－－－－ＬＬＬＬＥＥＥＥＤＤＤＤの定の定の定の定格格格格電電電電圧圧圧圧））））÷÷÷÷ＬＬＬＬＥＥＥＥＤＤＤＤにににに流流流流すすすす電電電電流流流流
　の式で求めてください。
　ただし、抵抗値はＥ系列の飛び飛びの値しかありま
せんので、実際に使用する抵抗は、上で求めた抵抗値
に近い、Ｅ系列中の抵抗値となります。
　赤ＬＥＤなど、２Ｖ程度で点灯する場合、２個直列
にする事も出来ます。その場合の抵抗値は、上の式の
「ＬＥＤの定格電圧」の部分を、２つのＬＥＤの電圧
の合計として計算してください。

●ハイパワーＬＥＤの場合
　ハイパワーＬＥＤを使用する場合、ＬＥＤへの電流
値は２００ｍＡ以下としてください。ＬＥＤに１００
ｍＡ以上流す場合、電池ＢＯＸやスイッチの容量が不
足して、この部分でのロスが大きくなってしまいま
す。電池ＢＯＸは模型用など大電流に耐え得るもの変
更し、スイッチも１Ａ以上の定格電流の物に変更して
ください。

●ＬＥＤへの電流を少なくしたい場合
　このキットではＬＥＤへの電流を少なくするため
に、８２Ωをより大きな抵抗値に変更しても、何も問
題はありません。
　電池の寿命を延ばしたい場合など、ＬＥＤへの電流
をより少なくしたい場合、８２Ωを大きな抵抗値に変
更してください。

●可変範囲
　このキットでは、可変抵抗によってＬＥＤへの電力
を全開から約５％まで可変できます。（このキットで
は点灯動作でも実際には約１ｋＨｚにて点滅動作して
います。全開時でも、点滅の１周期の間の約９５％の
時間で点灯、５％の時間消灯の動作を繰り返していま
す）
　４．７ｋΩをより小さくすると可変できる範囲は広
がり、より暗い状態までＬＥＤの明るさを絞る事が出
来ます。ただし、あまり小さくしてしまうと、ＬＭＣ
５５５の動作に影響が出たり、最悪の場合壊れてしま
う事も考えられますので、１ｋΩより小さな抵抗値に
はしないでください。

●電池の寿命について
　このキットでは、ＬＥＤを５個接続した場合、全開
時には約２００ｍＡ、最も絞った状態では約１０ｍＡ
の消費電流です。ただし、電池が消耗して電源電圧が
下がると電流値は増えて行きます。おおまかな目安で
すが、アルカリ乾電池の場合、全開時で７時間程、
絞った状態で百数十時間程度の電池寿命でしょう。
　電池の容量はメーカー等による違いのほか、製造し
てからの保存状態や、製造してからの経過期間、使用
時の環境によって大きく変化しますので、上の時間は
あくまでも、大雑把な推定です。保証するものではあ
りません。

●点滅周期の変更方法
　点滅周期は、電解コンデンサによって決まります。
周期を倍の約２秒にしたい場合、１０μＦを倍の２２
μＦに取替えてください。半分にするならば、半分の
４．７μＦです。ただし、電解コンデンサの容量や可
変抵抗の抵抗値の誤差、さらに電解コンデンサの漏れ
電流のため、おおよその値でしか点滅周期は設定でき
ません。数割位は違っていても構わないような用途に
のみ、ご使用ください。間違っても、正確に周期が設
定出来なければならないような用途（例えばストロボ
スコープ）には、使用しないでください。また、あま
り長い周期には出来ません。せいぜい１００μＦに留
めてください。

●点滅が異常に速い、明るさの可変範囲が狭い
　点滅が異常に速かったり、可変抵抗を回してもあま
り明るくならない場合、電池が消耗しています。新し
い電池と交換してください。


